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７
月　

日
、
町
制　

周
年
記
念 
第　

回
中
国
山
地
日
野
鵜
の
池

２６

５０

３２

マ
ラ
ソ
ン
大
会
（
同
実
行
委
員
会
主
催
）
が
、
鵜
の
池
湖
畔
で
開
か

れ
、
県
内
外
か
ら
約
３
０
０
人
が
参
加
し
、
健
脚
を
競
い
ま
し
た
。

　

今
回
か
ら
コ
ー
ス
を
一
部
変
更
し
、
２
･
３
㌔
、
５
㌔
、　

㌔
の

１０

３
コ
ー
ス
、　

ク
ラ
ス
で
競
技
を
行
い
ま
し
た
。

１７

　

ま
た
、
今
回
は
マ
ラ
ソ
ン
ラ
ン
ナ
ー
の
谷
川
真
理
さ
ん
が
招
待
選

手
と
し
て
参
加
し
、
参
加
者
と
一
緒
に
汗
を
流
し
ま
し
た
。

 

▼
町
内
入
賞
者
（
第
３
位
ま
で
掲
載
、
敬
称
略
）

【
Ａ
ク
ラ
ス
】
第
２
位
＝
蔵
本
直
也
、【
Ｃ
ク
ラ
ス
】
第
３
位
＝
渡
部
夏

帆
、【
Ｆ
ク
ラ
ス
】
第
２
位
＝
安
達
奨
悟
、
第
３
位
＝
生
塩
駿
也
、【
Ｇ

ク
ラ
ス
】
第
２
位
＝
長
住
康
二
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投票区・投票所一覧（９投票区）※今回から投票区・投票時間を変更しています

投票時間投票区内の地区名投票所施設名投票区名

午前７時～午後８時
黒坂１～７区、下黒坂、根妻、下菅、中菅、
中菅中央、近江・畑 小河内、布瀬谷

町公民館第１投票区

午前７時～午後５時久住黒坂小学校久住分校第２投票区

午前７時～午後６時
下上菅・中上菅・上上菅、諏訪、井ノ原、
漆原、下福長

菅福公会堂第３投票区

午前７時～午後６時榎市、小原・別所奥渡公民館第４投票区

午前７時～午後７時津地、安原、下榎１・２区、上本郷、下本郷老人憩の家第５投票区

午前７時～午後８時
根雨１～６区、三谷１・２区、貝原、高尾、
舟場、野田

山村開発センター第６投票区

午前７時～午後６時後谷、金持金持公民館第７投票区

午前７時～午後５時板井原板井原公民館第８投票区

午前７時～午後６時濁谷、門谷、秋縄、三土
旧 町青年の家
（真住公民館）

第９投票区

み
ん
な
そ
ろ
っ
て
投
票
し
ま
し
ょ
う
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踊
り
で
に
ぎ
わ
い

根
雨
の
ま
ち
華
や
か
に
彩
る

▼
ね
う
祭
り
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根
雨
の
ま
ち
に
本
格
的
な
夏
の
到
来
を
告
げ
る
ね
う
祭
り
が
、

７
月　

日
に
開
か
れ
ま
し
た
。

１８

露
店
で
に
ぎ
わ
う
根
雨
の
ま
ち
を
９
チ
ー
ム
が
踊
り
な
が
ら
通
り
る
な
ど
、

多
く
の
人
出
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

ま
た
、
６
０
０
発
の
花
火
が
夜
空
を
染
め
上
げ
、
祭
り
を
締
め
く
く
り
ま
し
た
。
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地域活性化・経済危機対策交付金　予算内訳

予算額
（千円）

主な事業内容事業名予算額
（千円）

主な事業内容事業名

２,０００地域活性化の拠点と
して修繕を行う真住公民館修繕４０,０００町道久住線改良工事町道久住線道路改良

２１,４００住宅整備のための用
地取得若者定住住宅整備促進５,０００町道鵜の池線改良工事町道鵜の池線道路改良

１,０００高齢者・児童の安全確
保のため、バスを改修

町営バス補助ステップ
改修５５,０００根雨地区簡易水道の

水源改良簡易水道会計繰出金

４,７００高齢者見守りのため、
移動販売車購入へ補助

中山間地域移動販売車
両導入補助１,６００各学校へ電子黒板を導

入、効果的な授業を推進電子黒板導入

６,０００公共施設へ地デジ受信施
設や対応テレビ等を導入公共施設地デジ移行１,９００根雨小体育館の耐震

化計画を作成
根雨小学校体育館耐震
補強計画

１１,０００地デジ中継局整備の
推進

地上デジタル放送中継
局整備交付金１,５００日野川でのラフティ

ングの推進リバースポーツ振興

１５,０００簡易水道中央監視シ
ステム機器を更新簡易水道会計繰出金１,９００食器保管庫の更新給食センター整備

８,０００中央浄化センターの
修繕公共下水道会計繰出金８,０００舞台設備などの修繕文化センター修繕

１,０００空きビルをオシドリ資料
展示場として整備支援空きビル活用９３０老朽化に伴う壁や柱

の修繕歴史民俗資料館修繕

４８,６３０携帯電話基地局の整
備

電波遮へい対策事業等
補助金４,０００老朽化による調理実

習台の改修
山村開発センター調理
実習台改修

４０,４８０携帯電話伝送路施設
の整備

地域情報通信基盤整備
推進交付金２５,０００防火水槽を設置防火水槽設置

３０４,０４０予算合計

１
６
２
４
万
円
を
追
加
補
正

▼
第
４
回
町
議
会
定
例
会

　　

６
月　

日
か
ら　

日
ま
で
の
５
日
間
、
第
４

１５

１９

回
町
議
会
定
例
会
が
開
か
れ
、
今
年
度
の
一
般

会
計
補
正
予
算
（
約
１
６
２
４
万
円
を
追
加
）
な

ど
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

【
補
正
予
算
の
主
な
内
容
】

・
町
制　

周
年
記
念
事
業

５０

・
小
中
学
生
へ
の
医
療
費
助
成

・
町
道
や
宝
仏
山
登
山
道
な
ど
の
道
路
維
持

・
特
産
品
と
し
て
の
サ
ワ
ガ
ニ
養
殖
支
援

一
般
会
計
予
算
は

総
額　

億
４
２
５
９
万
円
に

３１

　　

今
回
の
臨
時
議
会
で
は
、
今

年
度
の
一
般
会
計
補
正
予
算
や

町
職
員
等
の
旅
費
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正
な
ど
に
つ
い
て

審
議
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
今
年
度
の
一
般

会
計
予
算
は
、
３
億
４
０
４
万

円
を
追
加
し
、
総
額
お
よ
そ　
３１

億
４
２
５
９
万
円
に
な
り
ま
し

た
。

安
全
・
安
心
の

ま
ち
づ
く
り
に
活
用

　　

今
回
の
追
加
補
正
額
は
、
国

か
ら
の
「
地
域
活
性
化
・
経
済

危
機
対
策
臨
時
交
付
金
」（
自
治

体
の
少
子
高
齢
化
社
会
へ
の
対

応
、
安
全
・
安
心
社
会
の
実
現

な
ど
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
た

事
業
へ
の
交
付
金
）
に
基
づ
い

た
事
業
に
使
う
も
の
で
す
。

　

財
源
の
内
訳
は
、
経
済
危
機

対
策
交
付
金
（
１
億
８
７
８
８

万
円
）
の
ほ
か
、
公
共
投
資
交

付
金
（
３
３
０
２
万
円
）
や
、

国
庫
補
助
金
（
４
５
８
３
万
円
）、

県
補
助
金
（
９
９
７
万
円
）
や

一
般
財
源
（
２
７
３
５
万
円
）

を
充
て
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
事
業
内
容
・
予
算

額
は
、
下
の
表
の
と
お
り
で
す
。

７
月　

日
、
第
５
回
日
野
町
議
会
臨
時
会
が
開
か
れ
、

１４

一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
に
つ
い
て

審
議
・
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
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増
え
続
け
る
自
殺
者

 　

警
察
庁
の
統
計
に
よ
る
と
、
全

国
の
自
殺
者
の
数
は
、
平
成　

年
１０

か
ら
毎
年
３
万
人
を
超
え
、
社
会

問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

県
内
で
も
、
平
成　

年
の
自
殺

２０

者
数
は
、
過
去
最
多
の
２
１
２
人

と
な
っ
て
い
ま
す
。

自
殺
と
「
う
つ
病
」
の
関
係

 　

平
成　

年
の
警
察
庁
の
ま
と
め

２０

で
は
、
自
殺
の
き
っ
か
け
と
し
て

「
う
つ
病
」
が
最
も
多
い
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

う
つ
病
は
、
６
～
７
人
に
１
人

が
人
生
の
う
ち
で
か
か
る
と
い
わ

れ
て
お
り
、
治
療
す
る
こ
と
で
治

る
病
気
で
す
。

　

こ
こ
ろ
の
不
調
に
早
く
気
付
き
、

対
策
す
る
こ
と
で
自
殺
を
防
ぐ
こ

と
が
で
き
ま
す
。

 

こ
こ
ろ
の
サ
イ
ン
に
気
付
い
て
！

　

～
こ
ん
な
症
状
が
あ
っ
た
ら

　
　
　
　
　
　

う
つ

 

 

 

 

 

 

・

・

か
も
し
れ
ま
せ
ん
～

▼
好
き
だ
っ
た
こ
と
に
も
や
る
気

　

が
起
き
な
い

▼
物
事
を
悪
い
ほ
う
に
ば
か
り
考

　

え
て
し
ま
う

▼
ぐ
っ
す
り
眠
れ
な
い
、
お
い
し

　

く
食
べ
ら
れ
な
い

▼
検
査
で
は
異
常
が
な
い
の
に
体

　

調
が
悪
く
毎
日
が
つ
ら
い

　

こ
の
よ
う
な
症
状
が
２
週
間
以

上
続
い
て
い
る
場
合
は
注
意
が
必

要
で
す
。
う
つ
病
の
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。

　

一
人
で
悩
ま
ず
相
談
し
ま
し
ょ

う
。
周
り
の
人
が
気
付
い
た
ら
相

談
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

原
因
に
気
付
い
て
早
め
に
相
談

 

９
月　

日
は
世
界
自
殺
予
防
デ
ー

１０

■
専
門
医
に
よ
る
「
心
の
健
康
相
談
」
を
開
き
ま
す

 

相
談
日　

①　

月　

日
（
木
）
午
後
２
時
～
午
後
４
時
【
会
場
＝
江
府
町

１０

２２

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
】

②
平
成　

年
２
月　

日
（
水
）
午
後
２
時
～
午
後
４
時
【
会
場
＝
日
野
総

２２

１７

合
事
務
所
第
２
庁
舎
（
旧
日
野
保
健
所
）】

そ
の
他　

相
談
は
予
約
制
で
す
。
予
約
・
問
合
せ
は
、
日
野
総
合
事
務
所

福
祉
保
健
局
（
電
話　

‐
２
０
３
７
）
ま
で
お
願
い
し
ま
す

７２

　アジア系アメリカ人向けの漫画の大会、Asian American 
ComiCon(AACC) が、7月にアメリカのニューヨークで開かれました。
　その中で行われた、最も功績のあったアジア系アメリカ人の漫
画家に贈られる賞が、根雨出身の画家、木山 義喬 にちなんで、「ヘ

よしたか

ンリー木山義喬賞（Henry Yoshitaka Kiyama Award）」と名付けら
れ、日系アメリカ人の漫画家、ラリー・ハマさんが受賞しました。

　これは、大会企画者の一人、ジェフ・ヤンさん
が、木山義喬の漫画「漫画四人書生」に感動した
ことから名付けられたもの。
　木山義喬は、１８８５(明治１８)年、日野町根雨に生
まれ、１９０４（明治３７）年、絵画研究のため初渡米、
昭和初めの二度目の帰国の際、自伝的移民史とも
いえる「漫画四人書生」を発行しました。
　１９９８（平成１０）年、作家・翻訳家のフレデリッ
ク・Ｌ・ショットさんが「漫画四人書生」の英語
版を発行。アメリカで話題になり、２年後には、
義喬の娘・秀子さんと夫の輝章さんが日本語版を
復刊しました。
　輝章さんは、「義喬の名前の賞がアメリカでで
きるなんて驚きました。『四人書生』をアメリカ
に紹介してくれたショットさんに感謝していま
す。『四人書生』には、アメリカ人でも知らなかっ
たような当時のサンフランシスコの暮らしや出
来事などが詳しく描かれていて反響があり、今で
も大学生などに人気があるようです」と、喜びを
語りました。

※「漫画四人書生」は、町図書館で閲覧できます

【
上
】
木
山
義
喬
（
１
８
８
５
年
～

１
９
５
１
年
）【
左
】
復
刊
さ
れ
た

「
漫
画
四
人
書
生
」
の
表
紙
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素早く確実な操法を披露

コーラスグループアザレアは「大山賛歌」など披露

白球を追う

【
大
会
結
果
】

▼
陸
上
競
技
…
男
子
＝
第
２
位
、
女
子
＝

第
２
位
、
総
合
リ
レ
ー
＝
優
勝
▼
軟
式
野

球
…
優
勝
▼
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
…
一
般
男
子

＝
第
２
位
、
一
般
女
子
＝
第
３
位
、
壮
年

＝
優
勝
▼
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
…
一
般
男
子
＝

第
２
位
、
一
般
女
子
＝
第
２
位
、
婦
人
＝

第
２
位
▼
卓
球
…
第
２
位
▼
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
…
３
位
▼
柔
道
…
優
勝
▼
剣
道
…
優
勝

▼
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
…
男
子
＝
第
２
位
、
女

子
＝
第
２
位
▼
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
…
男

子
＝
第
２
位
、
女
子
＝
優
勝
▼
ゴ
ル
フ
…

優
勝

　

【
ス
ポ
ー
ツ
表
彰
（
敬
称
略
）】

▼
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
＝
吉
原
毅
、
後
藤
直
哉
、

槙
原
和
也
、
槙
原
渓
太
、
安
達
健
太
、
音

田
夏
子
、
袴
田
珠
理
、
原
こ
の
み
、
安
達

仁
美
、
長
谷
部
友
紀
、
谷
口
弘
美
▼
剣
道

＝
川
端
将
太
▼
弓
道
＝
青
木
大
地
▼
ラ
グ

ビ
ー
＝
舟
越
恒
平

惜
し
く
も
６
連
覇
逃
す

　

県
内
の
各
予
選
を
勝
ち
抜
い
た
消
防

団
員
が
消
防
ポ
ン
プ
操
作
の
技
術
を
競

う
、
第　

回
鳥
取
県
消
防
ポ
ン
プ
操
法

５５

大
会
が
、
７
月　

日
、
県
消
防
学
校
（
米

１９

子
市
）
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
で
は
、
ポ
ン
プ
車
操
法
の

部
と
小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部
の
２
部
門

で
競
技
が
行
わ
れ
、
日
野
町
消
防
団

（
宮
脇
光
男
団
長
）
か
ら
は
、
第
１
分

団
の
選
手
５
人
が
出
場
し
ま
し
た
。

　

選
手
ら
は
、
訓
練
を
重
ね
て
き
た
成

果
を
申
し
分
な
く
発
揮
し
ま
し
た
が
、

審
査
の
結
果
惜
し
く
も
優
勝
を
逃
し
、

準
優
勝
と
な
り
ま
し
た
。

惜
し
く
も
準
優
勝

　

日
野
川
沿
い
の
地
域
で
活
動
し
て
い
る

合
唱
団
に
よ
る
歌
の
祭
典
、
町
制　

周
年

５０

記
念
第
５
回
日
野
川
合
唱
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
（
日
野
川
合
唱
連
盟
主
催
）
が
、
７
月　
１９

日
、
町
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
８
つ
の
合
唱
団
が
出
演
、
童
謡

や
唱
歌
、
ポ
ッ
プ
ス
な
ど
、
多
彩
な
曲
を
歌

い
ま
し
た
。

　

日
野
町
か
ら
は
、
森
の
子
合
唱
団
と

コ
ー
ラ
ス
グ
ル
ー
プ
ア
ザ
レ
ア
、
合
唱
団

お
し
ど
り
た
ち
が
歌
声
を
披
露
し
た
ほ
か
、

ソ
プ
ラ
ノ
歌
手
の
小
椋
美
香
子
さ
ん
（
米
子

市
）
が
特
別
出
演
し
、
張
り
の
あ
る
美
声
を

聞
か
せ
ま
し
た
。

　

最
後
は
、
出
演
者
と
客
席
全
員
で
「
さ
よ

う
な
ら
」
を
合
唱
し
て
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

合
唱
団
勢
ぞ
ろ
い

　

７
月　

日
、
第　

回
日
野
郡
民
総
合
体

１２

６４

育
大
会
（
日
野
郡
体
育
協
会
主
催
）
が
、
日

南
町
を
主
会
場
に
開
か
れ
ま
し
た
。

　

陸
上
競
技
、
軟
式
野
球
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

な
ど
の　

競
技
が
各
会
場
で
行
わ
れ
、
日

１１

野
郡
３
町
の
代
表
選
手
が
熱
戦
を
繰
り
広

げ
ま
し
た
。

　

日
野
町
選
手
団
は
全
て
の
競
技
に
出
場

し
ま
し
た
。
健
闘
の
結
果
、
総
合
得
点
で

は
わ
ず
か
５
点
差
で
日
南
町
に
敗
れ
第
２

位
と
な
り
、
６
年
連
続
の
総
合
優
勝
は
果

た
せ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
軟
式
野
球
や
ソ

フ
ト
テ
ニ
ス
壮
年
の
部
な
ど
の
７
種
目
で

優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

ゴール目指し疾走



9 広報ひの ２００９年８月号

　

子
ど
も
た
ち
が
魚
と
ふ
れ
あ
う
こ
と
を

目
的
に
、
町
水
産
振
興
連
合
会
（
生
田
正
明

会
長
）
主
催
の
ア
ユ
つ
か
み
が
、
７
月　

日
２８

に
ひ
の
っ
こ
保
育
所
（
津
地
）
で
開
か
れ
、

園
児
ら
が
ア
ユ
を
つ
か
み
取
り
し
ま
し
た
。

　

約
３
５
０
匹
の
ア
ユ
が
保
育
所
の
プ
ー

ル
に
放
さ
れ
る
と
、
子
ど
も
た
ち
は
元
気

に
泳
ぐ
ア
ユ
に
目
を
輝
か
せ
、
夢
中
で
ア

ユ
を
捕
ま
え
て
い
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
「
ア
ユ
が
元
気
で
逃
げ
ら

れ
た
」「
た
く
さ
ん
捕
ま
え
た
」
な
ど
と
話

し
て
い
ま
し
た
。

　

つ
か
ん
だ
ア
ユ
は
、
当
日
の
昼
食
に
か

ら
揚
げ
に
し
て
お
い
し
く
食
べ
ま
し
た
。　 素早いアユに苦戦

元
気
な
ア
ユ
に
夢
中

　

７
月　

日
、
町
の
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー

２５

ツ
ク
ラ
ブ 
Ｄ
ｏ
・
ス
ポ
ー
ツ
（
森
田
勝
彦

会
長
）
主
催
の
講
演
会
が
、
町
文
化
セ
ン

タ
ー
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
マ
ラ
ソ
ン
ラ
ン
ナ
ー
で
タ
レ

ン
ト
の
谷
川
真
理
さ
ん
を
迎
え
、「
谷
川
真

理
流
健
康
ラ
イ
フ
」
の
演
題
で
講
演
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

谷
川
さ
ん
は
、
会
社
勤
め
を
し
て
い
た

　

歳
の
時
に
マ
ラ
ソ
ン
に
目
覚
め
た
き
っ

２４か
け
や
、
大
会
出
場
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど

を
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
て
話
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
大
き
な
目
標
で
は
な
く
、
自
分

が
少
し
頑
張
れ
ば
か
な
う
よ
う
な
目
標
を

立
て
て
運
動
を
続
け
て
ほ
し
い
。
自
然
の

中
を
走
る
と
季
節
感
が
感
じ
ら
れ
、
体
も

元
気
に
な
っ
て
く
る
」
な
ど
、
健
康
づ
く
り

の
ポ
イ
ン
ト
な
ど
も
語
っ
て
い
ま
し
た
。

走
る
こ
と
か
ら
健
康
に

明るくしっかりと話す谷川さん

体を目いっぱい使って表現する

　

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
に
必
要
な
演
技
や
体

の
動
き
の
基
礎
を
学
ぶ
「
こ
ど
も

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」（
町

民
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
実
行
委
員
会
ほ
か
主

催
）
が
、
８
月
３
日
と
４
日
に
、
町
文

化
セ
ン
タ
ー
ほ
か
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

講
師
に
、
金
沢
市
で
劇
団
を
主
宰
す

る
黒
田
百
合
さ
ん
を
迎
え
、
音
楽
に
合

わ
せ
て
歩
い
た
り
、
体
を
使
っ
て
物
事

を
表
す
ゲ
ー
ム
な
ど
、
楽
し
み
な
が
ら

表
現
す
る
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
の
は
、
町
民
ミ
ュ
ー
ジ
カ

ル
出
演
者
を
中
心
と
し
た
、
子
ど
も
か

ら
大
人
ま
で
計　

人
で
、「
楽
し
か
っ

２８

た
。
機
会
が
あ
れ
ば
ま
た
参
加
し
た

い
」
な
ど
と
感
想
を
話
し
て
い
ま
し
た
。

楽
し
み
な
が
ら
演
技

「全町一斉クリーン作戦」にご協力を
　

　町では、毎年「全町一斉クリーン作戦」を行い、各自治会の皆さんに、地域での一斉清掃活動をお願
いしています。美しい生活環境保護のため、ご協力をお願いします。
　

■実施時期　９月から１１月末まで（清掃活動の実施日・時間は、各自治会にお任せします）
■実施内容　地域内の河川・側溝、道路などの清掃を自治会単位で行ってください。
■そ　の　他　実施日が決まったら、実施日の２～３週間前までに、役場産業振興課へご連絡ください。
■問　合　せ　役場産業振興課　生活環境係（電話７２‐２１０１）

【お願い】最近、家庭でごみを燃やす「野焼き」が多発しています。野焼きは、煙やダイオキシンなど
が発生する迷惑行為です。清掃活動を機に、自治会内でも野焼き禁止の再確認をお願いします。



10広報ひの ２００９年８月号

現
在
、
医
療
費
と
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
が
高
額
に
な
っ
た

場
合
、
そ
れ
ぞ
れ
別
々
に
自
己
負
担
の
一
部
が
支
給
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
昨
年
４
月
か
ら
は
、
そ
れ
に
加
え
て
、

医
療
費
と
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の
自
己
負
担
の
合
算
額
が

高
額
に
な
っ
た
場
合
に
も
、
自
己
負
担
の
一
部
が
支
給

さ
れ
る
、「
高
額
医
療
・
高
額
介
護
合
算
制
度
」
が
始
ま

り
ま
し
た
。

高額医療・高額介護合算制度

両方の自己負担額を年間で合算し、
年額の限度額を超えた分を支給

 
申
請
の
順
序

   
（
国
民
健
康
保
険
の
場
合
）

介護保険の担当窓口に、「支給申請書兼自己負担額証明書交付申請書」を提出

介護保険の担当窓口が、「介護自己負担額証明書」を交付

「介護自己負担額証明書」を添付し、国民健康保険の担当窓口に支給申請書を提出

国民健康保険が支給額を計算します

国民健康保険と介護保険の両方から申請者に支給額が通知され、支給されます

合算した場合の自己負担限度額（年額）
自己負担限度額（７０歳未満）所得区分

６７万円（８９万円）一　般
１２６万円（１６８万円）上位所得者
３４万円（４５万円）住民税非課税世帯

自己負担限度額（７０歳以上）所得区分
５６万円（７５万円）一　般
６７万円（８９万円）現役並み所得者
３１万円（４１万円）低所得者Ⅱ
１９万円（２５万円）低所得者Ⅰ

※平成２０年４月～７月の分は、平成２０年８月～平成２１年７
月の分と合算して（ ）内の限度額を適用する場合があります

７０歳未満（一般世帯）の場合の計算例
 

・夫 ( 世帯主。６８歳 )
【自己負担額：医療費４０万円、介護費５万円】
・妻（６８歳）
【自己負担額：医療費１０万円、介護費３０万円】
 

世帯の負担額合計＝８５万円
　　　　　　　　         　（医療費５０万円、介護費３５万円）

７０歳未満（一般世帯）の
限度額：６７万円

【支給額】
８５万円ー６７万円

＝ １８万円 

７０歳以上（一般世帯）の場合の計算例
 

・夫 ( 世帯主。７３歳 )
【自己負担額：医療費４０万円、介護費５万円】
・妻（７２歳）
【自己負担額：医療費１０万円、介護費３０万円】
 

世帯の負担額合計＝８５万円
　　　　　　　　         　（医療費５０万円、介護費３５万円）

７０歳以上（一般世帯）の
限度額：５６万円

【支給額】
８５万円ー５６万円

＝  ２９万円 

支給対象となる可能性のある人には
町から通知します。

 

詳しくは、役場健康福祉課（電話７２‐０３３４）まで

介護サービス費が高額
になった（介護保険）

月額の限度額を超えた分を「高
額介護サービス費」として支給

医療費が高額になった
（国民健康保険・後期高齢者医療保険）

月額の限度額を超えた分を「高額
医療費」として支給



まちの介護予防だより　連載⑬
　

役場健康福祉課（電話７２‐０３３４） のロココとダラカ
介
護
予
防

夕
涼
み
会
を
開
き
ま
し
た

　

７
月　

日
、
日
野
病
院
を
支
え
て

３１

く
だ
さ
る
地
域
の
皆
さ
ん
や
患
者

さ
ん
を
招
い
て
、
日
野
病
院
夕
涼
み

会
を
開
き
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
ハ
ン
ド
ベ
ル
演
奏
や
踊

り
な
ど
、
職
員
に
よ
る
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
を
中
心
と
し
た
手
作
り
の

会
。
途
中
の
休
憩
で
は
、
風
船
釣
り

や
ソ
フ
ト
ア
イ
ス
を
配
る
な
ど
し

て
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。
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８月１日付で、大谷 眞二 （前外科
しんじ

医長）が副病院長に就任しました。

風船釣りの様子

事務局によるハンドベル

有志による踊り「家族っていいな」

　

近
年
、
高
齢
者
が
、
家
族
や
親

族
な
ど
か
ら
人
権
を
侵
害
さ
れ
る

「
高
齢
者
虐
待
」
が
大
き
な
社
会

問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　

皆
さ
ん
は
、
高
齢
者
虐
待
の
早

期
発
見
、
早
期
対
応
を
図
り
、
家

族
、
親
族
な
ど
高
齢
者
の
養
護
者

を
支
援
す
る
「
高
齢
者
虐
待
防
止

法
」（
平
成　

年
４
月
施
行
）
を

１８

知
っ
て
い
ま
す
か
。

　

高
齢
者
虐
待
と
は
、「
身
体
的
虐

待
」「
心
理
的
虐
待
」「
性
的
虐
待
」

「
経
済
的
虐
待
」「
介
護
・
世
話
の

放
棄
、
放
任
」
な
ど
の
こ
と
を
い
い

ま
す
。

　

国
が
調
査
し
た
結
果
、
虐
待
の

原
因
は
、
介
護
疲
れ
や
人
間
関
係

な
ど
が
多
く
、
長
年
の
介
護
疲
れ

や
ス
ト
レ
ス
、
介
護
者
の
孤
立
な

ど
が
原
因
で
、
言
葉
の
暴
力
や
介

護
の
放
棄
に
つ
な
が
り
、
虐
待
が

起
こ
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま

す
。　

　

虐
待
の
行
為
は
、
加
害
者
に
自

覚
が
な
か
っ
た
り
、
高
齢
者
自
身

が
遠
慮
を
し
た
り
し
て
、
実
態
が

分
か
り
に
く
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

高
齢
者
虐
待
防
止
法
で
は
「
虐

待
を
受
け
た
と
思
わ
れ
る
高
齢
者

を
発
見
し
た
人
は
市
町
村
に
通
報

す
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
周
り
で
虐
待
の
疑
い

を
感
じ
た
ら
、
町
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
（
電
話　

‐
１
８
５
２
）

７２

ま
で
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
各

種
関
係
機
関
と
連
携
し
て
相
談
支

援
な
ど
必
要
な
対
応
を
行
い
ま
す
。

　

介
護
の
悩
み
な
ど
一
人
で
抱
え

込
ま
ず
に
、
相
談
く
だ
さ
い
。　

■身体的虐待
（身体を傷つける暴行を加える )
例えば…たたく・つねる・けるなど

■心理的虐待
（暴言や心理的に傷つける )
例えば…怒鳴る、ののしる、悪口、排せ
つの失敗に対して恥をかかせるなど

■性的虐待
（わいせつな行為をしたり、させたりする )
例えば…下半身を裸にして放置、キス、
性的行為を強要するなど

■経済的虐待
（高齢者の財産を不当に使う )
例えば…必要なお金を渡さない、使わ
せない、年金や貯金などを本人の意思
に反して使うなど

■介護・世話の放棄、放任
（衰弱させるような減食、食事の世話
をしない、養護を怠る )
例えば…栄養失調の状態にある、劣悪
な環境の中に放置など
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町
営
住
宅
第
二
黒
坂
団
地

入
居
者
を
募
集
し
ま
す

　
住
宅
の
名
称　

町
営
住
宅
第
二
黒

坂
団
地

所
在
地　

黒
坂
１
１
８
４
番
地
８

規
模
・
構
造　

木
造
平
屋
建

募
集
戸
数　

２
戸

月
額
家
賃　

１
万
７
８
０
０
円
～

２
万
６
６
０
０
円
（
所
得
に
応
じ

て
変
わ
り
ま
す
）

敷
金　

家
賃
の
３
か
月
分

入
居
資
格　

次
の
①
～
⑥
の
条
件

を
満
た
す
人

①
町
内
に
住
所
ま
た
は
勤
務
場
所

を
有
す
る
人
、
町
内
に
住
所
ま
た

は
勤
務
場
所
を
有
す
る
こ
と
が
確

実
な
人

②
同
居
ま
た
は
同
居
し
よ
う
と
す

る
親
族
が
あ
る
人
（　

歳
以
上
の

６０

人
お
よ
び
心
身
に
障
害
が
あ
る
人

で
同
居
親
族
が
な
い
人
を
含
む
）

③
入
居
予
定
者
全
員
の
合
計
月
額

所
得
が　

万
８
０
０
０
円
以
下
の

１５

人
（
月
額
所
得
に
つ
い
て
は
、
公

営
住
宅
法
の
計
算
に
よ
り
算
出
）

④
住
宅
が
な
く
困
っ
て
い
る
人

⑤
町
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
人

⑥
暴
力
団
員
で
な
い
人
（
同
居
親

族
も
含
む
）

申
込
方
法　

８
月　

日
（
月
）
ま

３１

で
に
、
次
の
書
類
を
役
場
産
業
振

興
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

①
申
込
書
（
役
場
産
業
振
興
課
に

あ
り
ま
す
）

②
入
居
者
全
員
の
所
得
証
明
書
ま

た
は
源
泉
徴
収
票

③
入
居
者
全
員
の
住
民
票

問
合
せ　

役
場
産
業
振
興
課　

担

当　

山
県
（
電
話　

‐
２
１
０
１
）

７２

地
域
づ
く
り
セ
ミ
ナ
ー

「
地
域
づ
く
り
団
体
の

　
       

健
康
診
断
を
し
よ
う
」

　
日
時　

９
月
６
日
（
日
）
午
後
１

時
～
午
後
４
時　

分
３０

会
場　

日
野
総
合
事
務
所　

大
会

議
室

内
容　

①
基
調
講
演
「
活
力
あ
る

地
域
づ
く
り
の
要
因
」
講
師
＝
宮

崎
暢
俊
さ
ん
（
前
熊
本
県
小
国
町

長
、
観
光
カ
リ
ス
マ
）

②
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
活
動
の
活
性

化
と
次
世
代
の
か
か
わ
り
」
シ
ン

ポ
ジ
ス
ト
＝
宮
崎
暢
俊
さ
ん
、
長

田
吉
太
郎
さ
ん
、
小
倉
恵
子
さ
ん
、

森
田
順
子
さ
ん

参
加
方
法　

参
加
に
は
事
前
申
込

み
が
必
要
で
す
。
８
月　

日
（
木
）

２７

ま
で
に
参
加
申
込
書
に
よ
り
申
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
合
せ　

鳥
取
県
地
域

づ
く
り
セ
ン
タ
ー　

福
田
（
電
話

０
８
５
８
‐　

‐
６
５
０
０
）

４７

▼
議
案
①
平
成　

・　

年
度
に
使

２２

２３

用
す
る
中
学
校
教
科
用
図
書
の
採

択
に
つ
い
て

　

平
成　

・　

年
度
に
使
用
（　

２２

２３

２４

年
度
学
習
指
導
要
領
が
変
わ
る
）

す
る
中
学
校
の
教
科
用
図
書
を
西

部
地
区
教
科
用
図
書
採
択
協
議
会

で
協
議
が
な
さ
れ
、
採
択
に
適
当

と
思
わ
れ
る
教
科
書
に
つ
い
て
、

日
野
町
教
育
委
員
会
で
も
審
議
、

採
択
す
る
こ
と
を
承
認
し
ま
し
た
。

　
▼
議
案
②
日
野
町
中
型
バ
ス
管
理

及
び
使
用
規
程
の
廃
止
に
つ
い
て

　

中
型
バ
ス
の
売
却
に
伴
い
、
日

野
町
中
型
バ
ス
管
理
及
び
使
用
規

程
を
廃
止
す
る
も
の
で
す
。

■
教
育
委
員
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

教
科
書
採
択
な
ど
に
つ
い
て
審
議

広報ひの ２００９年８月号

 

（町内の展示コーナーを紹介します）
 

■山陰合同銀行根雨支店
～９月２５日まで

■蔵美術館　
～９月末まで

ちょうけいつぼ

※長頸壷＝韓国慶尚南道から発掘された、西暦５００年ごろの土器
■県西部地震展示交流センター

～１０月２９日まで

夏の各種大会 主な結果をお知らせします
 

■平成２１年度中国中学校選手権ソフトテニス大会
　（出場：日野中学校ソフトテニス部）
　男子団体＝予選リーグ １勝１敗（予選惜敗）
　女子団体＝優勝（全国大会へ出場）

■第４９回全日本吹奏楽コンクール鳥取県大会
　（出場：日野中学校吹奏楽部）
　小編成の部＝金賞（第１位。中国大会へ出場）
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〇印が休館日です

カレンダー

TEL  ７２-１３００  FAX  ７２-１４８４

図書館・ホール森の音楽隊

月～金　午前９時３０分～午後６時
土・日　午前９時～午後５時

インターネットで蔵書検索をどうぞ   http://tosyo.town.hino.tottori.jp

E-mail　hinotosyo@book.town.hino.tottori.jp

●生田長江入門セミナー
　【町歴史研修会公開講座】

１０月３日（土）１３：３０～
場所：延暦寺（根雨）

■テーマ：「見えてきた長江の真実」
　講師：池岡靖則さん
　主催：「白つつじの会」生田長江顕彰会
■「白つつじの会」会員募集中
　・年会費：２,０００円
　・内容：セミナー ･ 刊行物など
　　の案内、通信、ＤＶＤ発行など

　・問合せ：町図書館内　白つつ
　　じの会事務局（電話７２‐１３００）

広報ひの ２００９年８月号

９月２日 ( 水 ) ～２８日 ( 月 )

●木のおもちゃづくり
９月１３日（日）９：３０～１２：００

場所：図書館車庫
■お月見ウサギの組み木やパズル
　など（要材料費）

●図書館おはなし会
９月２６日（土）１０：００～
場所：図書館絵本コーナー

■お月見の本、おはなし、わらべうた
　など（参加無料）

／１２（土）

９

【お願い】
 

ご来場の際、身
近に花があれ
ば一輪お持ち
く だ さ い。花
束にして出演
者に渡します

会員
募集中 !

町制５０周年記念



体
験
ぎ
っ
し
り
３
泊
４
日

 

▼
小
学
生 
生
活
体
験
合
宿

14広報ひの ２００９年８月号

【
１
日
目
】
▼
自
然
観
察
＝
滝
山

に
自
生
す
る
植
物
の
名
前
や
生

態
を
学
習
し
ま
し
た
。

　

神
社
の
参
道
を
歩
く
の
が
大

変
そ
う
で
し
た
が
、
講
師
の
先
生

が
楽
し
く
説
明
さ
れ
、
子
ど
も
た

ち
も
自
然
と
質
問
す
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　

遠
足
で
滝
山
を
訪
れ
る
こ
と

は
あ
っ
て
も
、
生
え
て
い
る
植
物

に
つ
い
て
詳
し
く
説
明
を
受
け

る
こ
と
が
な
か
っ
た
た
め
、
勉
強

に
な
っ
た
よ
う
で
す
。
講
師
の

先
生
も
滝
山
は
薬
草
の
宝
庫
だ

と
驚
い
て
い
ま
し
た
。

【
２
日
目
】
▼
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ

体
験
＝
黒
坂
小
学
校
体
育
館
で

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
体
験
を
行
い
、

ダ
ー
ツ
、
バ
ッ
ゴ
ー
、
輪
投
げ
、

カ
ロ
ー
リ
ン
グ
の
４
種
目
で
競

い
合
い
ま
し
た
。

　

友
達
を
応
援
す
る
子
や
進
行

を
手
伝
っ
て
く
れ
る
子
な
ど
、
自

然
と
役
割
が
生
ま
れ
、
み
ん
な
で

取
り
組
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

▼
伝
承
玩
具
づ
く
り
体
験
＝
公

民
館
の
中
で
、
竹
と
ん
ぼ
や
牛
乳

パ
ッ
ク
を
使
っ
た
飛
行
機
づ
く

り
体
験
を
行
い
ま
し
た
。

　

牛
乳
パ
ッ
ク
の
型
を
取
り
、
割

り
箸
に
付
け
、
輪
ゴ
ム
の
力
で
飛

び
出
す
飛
行
機
を
作
り
ま
し
た
。

【
３
日
目
】
▼
自
然
の
も
の
で
お

も
ち
ゃ
づ
く
り
体
験
＝
自
然
の

木
を
使
い
、
枝
が
出
て
い
る
と
こ

ろ
を
人
形
の
鼻
に
見
立
て
て

キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
を
作
り
ま
し
た
。

の
こ
ぎ
り
、
彫
刻
刀
を
使
い
、
か

わ
い
い
顔
に
な
り
ま
し
た
。

　

竹
で
紙
で
っ
ぽ
う
も
作
り
ま

し
た
。
紙
を
濡
ら
し
て
筒
に
込

め
、
勢
い
よ
く
押
し
出
す
と
大
き

な
音
を
出
し
な
が
ら
飛
び
出
し

ま
し
た
。
的
当
て
や
飛
ん
だ
距

離
を
測
っ
て
み
ん
な
で
競
い
合

い
ま
し
た
。

▼
野
外
活
動
体
験
＝
鵜
の
池
で
、

ロ
ー
プ
を
使
っ
た
体
験
と
飯
ご

う
炊
飯
を
し
ま
し
た
。
木
と
木

の
間
に
ロ
ー
プ
を
張
り
、
１
人
ず

つ
渡
り
ま
し
た
。
大
人
に
支
え

ら
れ
な
が
ら
頑
張
り
ま
し
た
。

　

夕
食
に
と
飯
ご
う
で
ご
飯
を

炊
き
ま
し
た
。
米
を
計
っ
て
入

れ
て
研
ぎ
、
拾
っ
た
木
で
火
を
起

こ
す
ま
で
を
体
験
し
ま
し
た
。

煙
が
目
に
入
り
痛
か
っ
た
よ
う

で
す
が
、
炊
き
上
が
り
も
完
璧
で
、

お
い
し
い
夕
食
と
な
り
ま
し
た
。

▼
座
禅
体
験
＝　

日
～　

日
の

２９

３１

３
日
間
、
早
朝
に
泉
龍
寺
の
住
職

さ
ん
に
お
願
い
し
座
禅
を
行
い

ま
し
た
。
初
め
は
慣
れ
な
い
座

禅
に
姿
勢
も
悪
か
っ
た
で
す
が
、

３
日
目
に
な
る
と
姿
勢
も
良
く

な
り
、
時
間
も
長
く
で
き
る
よ
う

に
な
り
、
住
職
さ
ん
に
褒
め
て
も

ら
い
ま
し
た
。

生
活
体
験
合
宿
で
お
世
話
に

な
っ
た
「
地
域
の
先
生
」
の
皆
さ

ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
の
成
長
に
は
皆
さ

ん
の
力
が
必
要
で
す
。
今
後
と

も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

７
月　

日
か
ら　

日
ま
で
、
３
泊
４
日
の
生
活
体
験
合
宿
を

２８

３１

公
民
館
で
開
き
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
体
験
を
通
し
、
自
分
や
友
達
、
家
族
を
見
つ
め

直
す
こ
と
を
目
的
に
、
町
内
の
小
学
４
年
生
か
ら
６
年
生
の
希

望
者
を
募
集
し
て
開
い
て
い
る
も
の
で
す
。

自然観察講師の鷲見寛幸さん

カローリングは慎重に

初めての体験がいっぱいでした

子どもたちは元気いっぱい
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み
ん
な
が
正
し
く
理
解
を

　　

７
月　

日
、
第
４
回
の
お
し
ど

１７

り
学
園
を
町
公
民
館
で
開
き
、
町

人
権
セ
ン
タ
ー
の
川
上
博
史
所

長
に
よ
る
人
権
講
座
を
行
い
ま

し
た
。

　

川
上
所
長
は
、
ま
ず
身
近
な
差

別
事
象
と
し
て
、
６
月
に
起
き
た
、

滝
山
公
園
ト
イ
レ
の
差
別
落
書

き
の
こ
と
を
話
し
ま
し
た
。「
こ

れ
は
２
回
も
続
け
て
発
生
し
た

も
の
で
、
２
回
目
は
１
回
目
が
発

生
し
て
か
ら
１
週
間
も
経
た
な

い
う
ち
に
発
生
し
、
み
ん
な
が

シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
て
い
る
」
と
訴

え
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
部
落
差
別
は
な
く

な
っ
た
と
い
う
意
識
調
査
も
多

い
が
、
現
実
は
な
く
な
っ
て
い
な

い
。
直
接
的
な
差
別
か
ら
、
落
書

き
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
介
し

自
分
を
隠
し
て
攻
撃
す
る
な
ど

残
忍
で
陰
湿
化
し
て
い
る
。
こ

の
社
会
情
勢
で
ま
す
ま
す
ひ
ど

く
な
っ
て
い
る
の
が
現
状
」
と
説

明
し
ま
し
た
。

　

差
別
が
起
こ
る
原
因
に
つ
い

て
は
、「
昔
は
人
権
学
習
は
な
く
、

知
識
も
な
い
状
態
で
差
別
が
行

わ
れ
て
い
た
が
、
現
在
は
学
習
が

進
ん
で
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

ス
ト
レ
ス
な
ど
が
原
因
で
、
安
易

な
気
持
ち
で
攻
撃
に
至
っ
て
い

る
。
誰
も
が
正
し
い
理
解
を
す

る
こ
と
が
必
要
」
だ
と
話
し
ま
し

た
。

　

ま
た
、「
六
曜
」
に
つ
い
て
も
、

「
皆
さ
ん
が
使
っ
て
い
る
六
曜

は
実
は
迷
信
。
何
の
意
味
も
な

い
こ
と
を
冠
婚
葬
祭
業
が
使
い

始
め
た
の
が
始
ま
り
で
あ
る
。

何
の
根
拠
も
な
い
こ
と
で
世
間

が
こ
だ
わ
る
以
上
仕
方
が
な
い

こ
と
、
地
域
社
会
は
義
理
と
人
情
、

従
い
た
く
な
く
て
も
従
わ
な
い

と
い
け
な
い
と
き
も
あ
る
。
そ

こ
で
誤
っ
た
こ
と
を
し
て
し
ま

う
。
自
分
の
気
持
ち
を
大
切
に

し
、
行
動
す
る
こ
と
を
自
分
に
問

う
て
み
る
こ
と
が
必
要
」
と
語
り
、

六
曜
も
差
別
も
共
に
根
拠
が
な

い
こ
と
を
説
明
し
ま
し
た
。

　

川
上
所
長
の
分
か
り
や
す
い

話
に
、
学
園
生
も
聞
き
入
っ
て
い

ま
し
た
。

出
前
公
民
館
の

ご
案
内

 

町
公
民
館
で
は
、
地
域
の
皆
さ

ん
と
学
習
講
座
を
つ
く
る
「
出

前
公
民
館
」
を
行
い
ま
す
。

　

活
動
メ
ニ
ュ
ー
の
例
で
す
。

★
出
前
行
政
講
座

　

町
の
仕
事
、
事
業
内
容
、
各

種
制
度
な
ど
に
つ
い
て
、
気
軽

に
楽
し
く
学
び
あ
い
ま
し
ょ
う

★
出
前
体
験
講
座

　

色
々
な
体
験
学
習
講
座
を
実

施
。
地
域
で
生
か
す
た
め
に
、

一
緒
に
企
画
し
ま
し
ょ
う

　

申
込
み
・
問
合
せ
は
、
町
公
民
館

（
電
話　

‐
０
２
１
２
）
ま
で

７４

行ってきました出前公民館
 

　７月１４日、舟場コミュ
ニティセンターで映画を
鑑賞しました。舟場あじ
さいの会主催で、上演作
品は美空ひばり主演の懐
かしい「花笠若衆」。
　当日は２９名が参加、終
わると拍手喝采で楽しん
でいました。

身近な社会問題を学習

自
分
で
自
分
に
問
う
て
み
る

▼
お
し
ど
り
学
園

　　家族みんながそろって、

　　ともにうちとけた楽しい会話や

　　気持ちのよい汗を流すなど、

　　家族団らんの一日を

　　過ごしましょう。

　　　

「青パト」会員募集中
　  　

　町地域防犯・生活安全パトロール協議会（通称青パト）で
は、子どもたちや高齢者を不審者から守るパトロールに参
加していただける会員を募集しています。
　車で町内を回ってくださる人、下校時に通学路に立って
くださる人など、活動はさまざまですが、安全・安心な地域
づくりという同じ目的を持っています。
　不審者による事件を未然に防ぎ、全町・各地区で、多くの
会員の力で、安全・安心な地域をつくりましょう。
　会員になっていただける人は、協議会事務局（町公民館
７４‐０２１２）までご連絡ください。



　　

６ 
月 　
 

日 
と
７
月　

日
・　

日

が
つ 

に
ち

２７

１１

１８

の
３ 
回 
シ
リ
ー
ズ
の 
陶
芸
教
室 

か
い 

と
う
げ
い
き
ょ
う
し
つ

を
、 

下
榎
隣
保
館 
・ 
集
会
所 
で
、

し
も
え
の
き
り
ん
ぽ
か
ん 

し
ゅ
う
か
い
し
ょ

 
塚
本
正
夫 
さ
ん
（ 
舟
場 
）
の 
指
導 

つ
か
も
と
ま
さ
お 

ふ
な
ば 

し
ど
う

に
よ
り 
行 
い
ま
し
た
。

お
こ
な

　

教
室
で
は
、 
形
作 
り
、 
色  
付 
け
、

か
た
ち
づ
く 

い
ろ 

づ

 
作
品
鑑
賞 
を
３
回
に 
分 
け
て
行

さ
く
ひ
ん
か
ん
し
ょ
う 

わ

い
、 
抹
茶
茶
碗 
と
お 
皿 
を 
作 
り
ま

ま
っ
ち
ゃ
ぢ
ゃ
わ
ん 

さ
ら 

つ
く

し
た
。

　

お
皿
は 
型 
を 
使 
い
ま
し
た
が
、

か
た 

つ
か

抹
茶
茶
碗
は 
大 
き
さ 
厚 
み
を 
調 

お
お 

あ
つ 

ち
ょ
う

 
節 
し
な
が
ら
形
を
作
っ
て
い
く

せ
つの

で
、 

力  
加
減 
な
ど 
要
領 
が
な

ち
か
ら 

か
げ
ん 

よ
う
り
ょ
う

か
な
か
つ
か
め
ず
、 
悪
戦
苦
闘 
し

あ
く
せ
ん
く
と
う

な
が
ら
作
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
色
付
け
で
は
ど
ん
な 
絵 え

を 
描 
く
の
か
、 
悩 
み
な
が
ら
描
い

か 

な
や

て
い
き
ま
し
た
。

　
 
初
心
者 
ば
か
り
な
の
で
、 
出
来 

し
ょ
し
ん
し
ゃ 

で　

き

 
上 
が
り
を
み
て
、 
次
回 
へ
の 
課
題 

あ 

じ
か
い 

か
だ
い

と
し
て
い
ま
し
た
。
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が
く
し
ゅ
う
こ
う
ざ
よ

て

い

あ 

も
の

が
つ

に
ち

ど

ご

ご
 

じ

ろ
う
じ
ん 
い
こ
い 

い
え 

こ

う

し

あ
だ
ち

と
し
こ

い 

ば
な

そ
う
げ
つ
り
ゅ
う

に
ち

か

ぷ
ん

し
も
え
の
き
し
ゅ
う
か
い
し
ょ

い
く
た

き
よ
こ

は
な
だ
い

に
っ
て
い 

へ
ん
こ
う 

く
わ 

し
も
え
の
き
り
ん
ぽ
か
ん

じ

か

ん
 

よ

て

い

ち
ょ
う
み
ん

さ

ん

か

き

が

る

　

７ 
月 
７

が
つ

 
日 か

の 
榎 
の 
実  
学
習
会 

え 

み 

が
く
し
ゅ
う
か
い

は
、 
地
域  
学
習 
と
し
て
、
グ
ラ
ウ

ち
い
き 

が
く
し
ゅ
う

ン
ド
ゴ
ル
フ
で
地
域
の 
皆 
さ
ん

み
な

と 
交
流 
し
ま
し
た
。

こ
う
り
ゅ
う

　

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
が 
初 
め

は
じ

て
と
い
う 
子 
ど
も
が
ほ
と
ん
ど

こ

で
し
た
が
、
地
域
の 
人 
に
ア
ド
バ

ひ
と

イ
ス
を 
受 
け
な
が
ら
、
ホ
ー
ル
ポ

う

ス
ト
を 
目
指 
し
て
ボ
ー
ル
を

め　

ざ

 
打 
っ
て
い
ま
し
た
。

う

　

ま
た
、 
隣
保
館
長 
か
ら
の
「 
楽 

り
ん
ぽ
か
ん　

ち
ょ
う 

た
の

し
か
っ
た
人
は
？
」
と
い
う 
問 
い

と

か
け
に
「
ハ
イ
！
」
と 
全
員 
が 
手 

ぜ
ん
い
ん 

て

を 
上 
げ
て 
答 
え
て
い
ま
し
た
。

あ 

こ
た

　

子
ど
も
か
ら
お 
年
寄 
り
ま
で
、

と
し
よ

 
誰 
で
も
楽
し
め
る
グ
ラ
ウ
ン
ド

だ
れゴ

ル
フ
な
の
で
、「 
今
度 
は 
大
会 

こ
ん
ど 

た
い
か
い

を
や
り
た
い
」
と
い
う 
意
見 
が
子

い
け
ん

ど
も
た
ち
か
ら
も
あ
り
ま
し
た
。

　

７ 
月 　
 

日 
、 
夏
休 
み
の 
高
校
生 

が
つ 

に
ち 

な
つ
や
す 

こ
う
こ
う
せ
い

２３

と 
中
学
生 
の 
交
流
学
習
会 
を 
行 

ち
ゅ
う
が
く
せ
い 

こ
う
り
ゅ
う
が
く
し
ゅ
う
か
い 

お
こ
な

い
ま
し
た
。

　

中
学
生
が 
歓
迎 
の 
気
持 
ち
を

か
ん
げ
い 

き　

も

 
込 
め
て
、 
手
作 
り
の
チ
ョ
コ
レ
ー

こ 

て　

づ
く

ト
パ
フ
ェ
で
高
校
生
を 
迎 
え
ま

む
か

し
た
。

　
 

全
員 
で
の 
会
食 
の
あ
と
、
中
学

ぜ
ん
い
ん 

か
い
し
ょ
く

生
が
高
校
生
に 
質
問 
し
、 
学
校 
の

し
つ
も
ん 

が
っ
こ
う

 
様
子 
や 
家
庭
学
習 
に
つ
い
て
な

よ
う
す 

か
て
い
が
く
し
ゅ
う

ど
、 

熱
心 
に 
聞 
い
て
い
ま
し
た
。

ね
っ
し
ん 

き

　

高
校
生
か
ら
は
、「 
一
生
懸
命 

い
っ
し
ょ
う
け
ん
め
い

 
勉
強 
し
て
お
け
ば
、 
志
望
校 
の 
選 

べ
ん
き
ょ
う 

し
ぼ
う
こ
う 

せ
ん

 
択
肢 
も 
広 
が
る
の
で
頑 
張

    

っ
て

た
く 

し 

ひ
ろ 

が
ん
ば

く
だ
さ
い
」
と 
激
励 
が
あ
り
ま
し

げ
き
れ
い

た
。

　
 

旬 
の 
素
材 
を 
使 
っ
て
、 
暑 
い 
夏 

し
ゅ
ん 

そ
ざ
い 

つ
か 

あ
つ 

な
つ

を 
乗 
り 
切 
ろ
う
と
、
７ 
月 　
 

日 
、

の 

き 

が
つ 

に
ち

１３

 
料
理
教
室 
を 
下
榎
集
会
所 
で 
開 

り
ょ
う
り
き
ょ
う
し
つ 

し
も
え
の
き
し
ゅ
う
か
い
し
ょ 

ひ
ら

き
ま
し
た
。

　
 

今
回 
は
、 
食
生
活
改
善 
グ
ル
ー

こ
ん
か
い 

し
ょ
く
せ
い
か
つ
か
い
ぜ
ん

プ
の 
皆 
さ
ん
の 
指
導 
に
よ
り
、
ア

み
な 

し
ど
う

ジ
の 
香 
り 
漬 
け 
揚 
げ
な
ど
、
５
つ

か
お 

づ 

あ

の
メ
ニ
ュ
ー
に 
挑
戦 
し
ま
し
た
。

ち
ょ
う
せ
ん

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
で 
交
流 

こ
う
り
ゅ
う

 
手
作 
り
の 
喜 
び

て
づ
く 

よ
ろ
こ

 
暑 
さ 
吹 
き 
飛 
ば
す
メ
ニ
ュ
ー

あ
つ 

ふ 

と

 
手
作 
り
パ
フ
ェ
で
お
も
て
な
し

て　

づ
く

みんな一緒にプレー

協力して作りました

真剣に土をこねる



　

７
月
９
日
・　

日
の
２
日
間
、

１０

部
落
解
放
・
人
権
西
日
本
夏
期
講

座
が
、
山
口
市
維
新
公
園
で
開
か

れ
ま
し
た
。

　

山
陽
随
一
の
湯
量
と
泉
質
を
誇

る
湯
田
温
泉
、「
西
の
京
」
と
呼
ば

れ
る
大
内
文
化
、
明
治
維
新
ゆ
か

り
の
史
跡
や
、
詩
人
の
中
原
中
也

記
念
館
な
ど
、
歴
史
と
文
化
に
彩

ら
れ
た
地
で
の
開
催
は
、
ま
さ
に

「
人
権
維
新
」
の
名
に
ふ
さ
わ
し

い
大
会
で
し
た
。

講
座
名
と
講
師

 

・「
猿
ま
わ
し
復
活
に
か
け
た
思

い
」
講
師
＝
村
崎
太
郎
さ
ん

・「
格
差
拡
大
社
会
が
も
た
ら
す
も

の
…
人
権
の
視
点
か
ら
考
え
る
」

講
師
＝
斎
藤
貴
男
さ
ん

・
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
「
部

落
問
題
は
、
い
ま
…
若
者
か
ら
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
」

・「
差
別
を
な
く
す
社
会
シ
ス
テ
ム
の

あ
り
方
」
講
師
＝
北
口
末
広
さ
ん

現
状
認
識
と
課
題

 　
「
今
日
の
経
済
危
機
の
中
で
は
、

生
活
の
困
窮
と
経
済
格
差
に
よ
る

優
越
意
識
や
被
害
者
意
識
な
ど
を

う
ま
く
利
用
し
た
差
別
的
事
例
が

拡
大
す
る
」
…
こ
れ
は
歴
史
的
に

明
ら
か
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
と

き
こ
そ
「
人
権
侵
害
を
防
止
す
る

取
り
組
み
が
い
っ
そ
う
求
め
ら
れ

る
」
と
し
て
、「
一
人
一
人
の
人
権

が
尊
重
さ
れ
る
社
会
の
実
現
」
に

向
け
て
い
っ
そ
う
積
極
的
に
取
り

組
む
こ
と
が
課
題
と
し
て
確
認
さ

れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
現
地
実
行
委
員
会
か
ら

は
、

・
企
業
の
倒
産
や
リ
ス
ト
ラ
で
失

業
者
が
増
大
し
、
生
活
保
護
受
給

者
が
戦
後
最
高
水
準
に
達
し
て
い

る
。
こ
う
し
た
市
民
の
貧
困
化
と

生
活
破
壊
に
よ
り
社
会
不
安
が
増

大
し
、
悪
質
な
差
別
事
件
や
人
権

侵
害
も
増
加
し
て
い
る
。

・「
地
財
特
措
法
」
失
効
後
、
市
民

や
学
校
、
行
政
な
ど
に
お
い
て

「
同
和
問
題
は
も
う
終
わ
っ
た
」

と
い
う
意
識
が
蔓
延
し
、
学
校
の

人
権
教
育
や
市
民
啓
発
で
も
「
部

落
問
題
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
学
習

が
激
減
し
て
い
る
。

・
こ
れ
ま
で
の
成
果
と
し
て
、
差

別
の
解
消
の
た
め
、
戸
籍
や
住
民

票
の
自
由
閲
覧
の
制
限
、
結
婚
相

談
で
の
「
独
身
証
明
書
」
の
発
行
、

就
職
時
の
「
統
一
応
募
用
紙
」
使

用
の
徹
底
に
よ
る
本
籍
・
親
の
職

業
・
障
害
の
有
無
な
ど
の
情
報
収

集
の
禁
止

　

な
ど
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

 
部
落
問
題
は
今

 

～
若
者
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
～　

・
部
落
問
題
も
、
世
代
に
よ
っ
て

差
別
の
か
た
ち
や
当
事
者
の
意
識

も
変
わ
っ
て
き
た
。　

年
間
続
い

３３

た
特
別
措
置
法
に
よ
っ
て
、
劣
悪

な
住
環
境
も
改
善
さ
れ
、
各
地
で

同
和
教
育
が
行
わ
れ
た
。

・
運
動
の
成
果
に
よ
っ
て
、
露
骨

な
差
別
と
貧
困
の
中
を
生
き
て
き

た
世
代
で
は
な
く
な
っ
た
。

・
解
放
運
動
も
、
被
差
別
部
落
に

住
ん
で
い
る
青
年
、
部
落
外
で

育
っ
た
青
年
、
部
落
出
身
で
な
い

青
年
が
携
わ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
立
場
認
識
と
「
立

場
宣
言
」
に
つ
い
て
の
条
件
整
備

に
つ
い
て
、
４
人
の
パ
ネ
ラ
ー
が

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
討
論
さ
れ
ま

し
た
。

人
権
の
ま
ち
づ
く
り
を
考
え
る

 

①
生
涯
健
康
を
目
指
す
町

②
差
別
を
撤
廃
し
、
人
権
情
報
を

発
信
す
る
町

③
自
立
・
自
己
実
現
を
目
指
す
教

育
の
町

④
働
き
や
す
く
、
雇
用
シ
ス
テ
ム

を
目
指
す
町

⑤
多
民
族
が
共
生
す
る
町

⑥
新
し
い
文
化
を
生
み
出
す
町

⑦
リ
サ
イ
ク
ル
と
環
境
保
全
の
町

⑧
防
災
を
考
え
た
町

⑨
高
齢
者
・
障
害
者
が
生
き
生
き

暮
ら
せ
る
町

⑩
情
報
化
を
推
進
す
る
町

　

こ
の　

点
に
つ
い
て
、「
何
を
、

１０

誰
が
、
い
つ
、
ど
こ
で
、
ど
ん
な

方
法
で
、
財
源
は
」
な
ど
を
具
体

的
に
計
画
し
、
点
検
す
る
こ
と
で

「
人
権
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
実
現

す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
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２
０
０
９
年
８
月

日
野
町
人
権
・
同
和
教
育
推
進
協
議
会
広
報
紙

第２回町民人権講座
　

男女のわけ隔てなく、共に支え合い共同して
活力と心豊かな地域づくりをみんなで進める
ための男女共同参画講演会を開きます。
日時　８月２７日（木）午後 7 時から
場所　日野町山村開発センター
講師　大月悦子さん

　　　（県男女共同参画をすすめるネットワーク会長）
参加は無料で、どなたでも参加できます。ぜ
ひお越しください。

滝山公園トイレの使用を開始
 

　差別落書きのため中止していた滝山公園ト
イレの使用を、７月２９日から再開しました。
　書いた人は未だ不明ですが、同和問題を正
しく理解し、人が人を差別したり、社会的に
排除するような悪質な人権侵害行為は厳に戒
め反省し、今後はぜひとも善良な使用を心が
けていただきたいと思います。
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届
出　

７
月　

日
～
８
月　

日   
敬
称
略

１０

１０

　

赤
ち
ゃ
ん
誕
生

　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

（
出
生
児
）　
　
  　
　

（
保
護
者
）（
性
別
）（
住
所
）

　

７
月
届
出
分

奥
田　

咲
輝　
　

研
二
・
美
名 
女
の
子 
本
郷

お
く
や
み

　

ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す

（
氏
名
）　
　
　
　
  　
（
年
齢
）　
 　
（
住
所
）

　

７
月
届
出
分

稲
田　

愛
子　
　
　

歳　
　

上
菅

９１

徳
岡　

行
正　
　
　

歳　
　

根
雨

８４

谷
本　

朝
子　
　
　

歳　
　

根
雨

８２

長
谷
部
典
江　
　
　

歳　
　

黒
坂

９４

緒
形　

鏡
子　
　
　

歳　
　

根
雨

８７

山
根　

忠
良　
　
　

歳　
　

黒
坂

７１

　

８
月
届
出
分

三
上　

房
枝　
　
　

歳　
　

福
長

８８

■７月はイベント続き。休
日返上の取材が続きました
が、８月に入り、やっとま
ともな休み（？）ができま
した■録りためたビデオを
観たり昼寝をしたり、何と
もぐうたらな一日でしたが、
自分なりにリフレッシュで
きましたよ（笑）　　　(i)

日
野
町
俳
句
同
好
会　

選

床
下
を
清
流
貫
く
鮎
の
宿　
　
　
（
講
師
）
谷   　

悦
子

　

喜
々
と
し
て
夫
デ
イ
ケ
ア
に
夏
帽
子　

安
達
つ
る
ゑ

　

茶
を 
喫 
す
紫
陽
花
寺
に
老
二
人　
       
荒
木　

習
子

き
っ

　

夏
祭
店
は
る 
主 

あ
る
じ 

去
年 
の
顔　
　
　
　
   
勝
瀬　

京
子

こ　

ぞ

　

七
夕
笹
願
ひ
の
重
さ
支
え
を
り 　
 　
   

川
上　

文
子

　

ス
テ
ゝ
コ
や
病
身
と
言
ひ
何
も
せ
ず　
　

久
城　

霞
渓

　
　

 
宵 
宮
の 
女 
の 
祢
宜 
の
立
居
か
な　
  
　   

徳
本
千
鶴
子

よ
い 

お
み
な 

ね　

ぎ

　

そ
の
内
の
一
尾
は
深
手
鮎
を
焼
く  　
  

真
壁
富
貴
枝

　   　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
五
十
音
順
）

ひのっこ保育所子育て支援室「おひさまひろば」
では、保育所に入所していない子どもたちを迎え、
親子で楽しく遊んでいます。毎回ボランティアの
皆さんにもお世話になっています。
▼開設日　毎週水・金曜日　午前９時～午前１１時
※金曜日は、参加者が親子で自由に利用いただけ
　る日です（子ども用品リサイクルデーとします）
※お茶は各自で用意してください

～楽しく過ごしました～
■７月１日・１５日（小麦粉粘土遊び）
　小麦粉に色粉と塩を混ぜることから始めていま
す。何回も作っているので、水や油の分量もちょ
うど良く、耳たぶの軟らかさで手触りのよい粘土
が出来ました。親子で話をしながらお母さんたち
が子どものリクエストに応えて好きなものを作り、
遊びが盛り上がっています。
■７月２２日（皆既日食を観ました）
　４６年ぶりの皆既日食を朝からとても楽しみにし
て、専用のめがねを持参する人もありました。交
代で観て、記念すべき日を共感できました。
■７月２４日（ワンポイント育児講座）
　この暑い時期に、熱中症から子どもを守る大切
なポイントを聞きました。相談事項を事前に書い
ていただく用紙もありますので、ご利用ください。
■保育所の子どもたちとレッツダンス！
　ウルトラマン体操やもったいないばあさん、エ
ビカニックス、やきとりじいさん、ぼよよん行進
曲などに合わせて踊ります。リズムに乗って体を
揺する０歳児、お母さんと一緒に恥ずかしそうに
踊る子どもたちはかわいいです。
　友達やお母さん ､ ボランティアさんと一緒に遊
びましょう。お父さんの参加も大歓迎です。お誘
いあわせお越しください。

　ひのっこ保育所 ( 電話７２‐０２３８)
　　　　役場健康福祉課（電話７２‐０３３４）

９月の開催予定
■２日（水）＝全国交通安全キャラバン隊（10：00 ～）
　　　　　　　　交通安全メッセージを全国につなげます
■４日（金）＝子ども用品リサイクルデー
■９日（水）、１１日（金）＝開発センターで開催
■１６日（水）、１８日（金）＝町公民館で開催
■１９日（土）＝保育所運動会（9：00 ～ 11：30）
　　　　　　　　　「かざぐるまとり」に親子で参加ください
■２５日（金）＝保健師による育児相談（10：30 ～ 10：５０）
　　　　　　　　　ワンポイント育児講座もあります
■３０日（水）＝町図書館からのおはなし会（9:45 ～ 10：15）

広報ひの ２００９年８月号

　

巻頭特集「世代越えつなぐ地域の誇
り」：古来より世代を超えて受け継が
れてきた郷土の伝統芸能。これを廃
らせることなく次世代に伝えていこ
うと今秋、「日本のまつり・２００９鳥
取」が開幕します。
　県内外、海外の約１６０団体が一同
に会するビッグイベント。参加団体
の意気込みや概要を紹介します。

鳥
取
県
の
総
合
情
報
誌　

と
っ
と
り
Ｎ
Ｏ
Ｗ

第　

号　

９
月
１
日
発
売

８３

 

▼
最
寄
り
の
書
店
ま
た
は
役
場
企
画
政
策
課
で
購
入
で
き
ま
す

▼
１
冊
３
０
０
円
（
年
４
回
発
行
）　
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金１８法律相談　開発センター　午後１時～
申込み：町社会福祉協議会（７４-０３３８）８月２８日〆切火 １

土１９乳児健診・ＢＣＧ予防接種　開発センター
受付：午後１時１５分～午後１時３０分

日２０がん検診 ( 集団検診）　開発センター
※詳しくは右下をご覧ください水 ２

敬老の日 (可燃ごみの収集は休みます )月２１不燃ごみの収集日 ( 全町 )

国民の休日 (可燃ごみの収集は休みます )火２２がん検診 ( 集団検診）　開発センター
※詳しくは右下をご覧ください

木 ３
秋分の日 (可燃ごみの収集は休みます )水２３金 ４

木２４土 ５
ペットボトルの収集日 ( 全町 )
※金曜日の地区の可燃ごみも収集します金２５日 ６

土２６健康相談　町公民館　午前９時～午前１０時月 ７
町制５０周年記念 町民体育祭　根雨地区大会：根
雨小グラウンド、黒坂地区大会：黒坂小グラウンド日２７人権相談　開発センター　午後１時～午後３時

月２８歯科検診・フッ素塗布　開発センター
受付：午後１時１５分～午後１時３０分

火 ８
乳がん・子宮がん検診 ( 集団検診）　町公民館
※詳しくは下をご覧ください

火２９行政相談　開発センター　午前９時～正午水 ９
国民健康保険税３期分、介護保険料３期分、
後期高齢者医療保険料３期分納期限水３０乳がん・子宮がん検診 ( 集団検診）　開発センター

※詳しくは右下をご覧ください

軟質プラスチック、発泡スチロール、
衣類・布団の収集日 (全町 )

資源ごみの収集日 ( 全町 )

乳がん・子宮がん検診 ( 集団検診）　町公民館
※詳しくは右下をご覧ください

木１０
軟質プラスチック・発泡スチロールの
収集日 ( 全町 )金１１

隣保館編み物講座　老人憩の家　午後１時～土１２
町制５０周年記念 ジャズライブ in ひの
町文化センター　午後６時３０分～

日１３

月１４
隣保館生け花講座
下榎集会所　午後７時３０分～火１５

古紙の収集日 ( 全町 )水１６

木１７

直
通
電
話

72‐2104出納室72‐0333住民課72‐0332企画政策課72‐0331総務課
74‐0212町公民館74‐0211黒坂支所72‐2101産業振興課72‐0334健康福祉課
72‐1300文化センター72‐2107教育委員会72‐2103農業委員会72‐0335議会事務局 
72‐1191下榎集会所72‐0238ひのっこ保育所72‐1852地域包括支援センター72‐1167学校給食センター

役場代表番号 (夜間・休日）　72‐0331

広報ひの ２００９年８月号

がん検診（集団検診）の対象地区・受付時間
▼２日（水）…根雨３・４区、野田、津地、安原（受付時
間＝胃がん：午前８時～午前９時、大腸・肺がん：午前９時～午前１０時）
▼３日（木）…下榎１ ･２区、上・下本郷、榎市、小原・
別所（受付時間＝胃がん：午前８時～午前９時、大腸・肺がん：午前９
時～午前１０時）
 

乳がん・子宮がん検診（集団検診）の
対象地区・受付時間

▼９日（水）…根雨１・２区、貝原、高尾、後谷、金持、
板井原、濁谷、門谷、秋縄、三土、舟場（受付時間＝午後１
時３０分～午後２時３０分）
▼１０日（木）…黒坂１～７区、久住（受付時間＝午後１時３０
分～午後２時３０分）
▼２９日（火）…下黒坂、根妻、下菅、中菅、中菅中央、
近江・畑、小河内、布瀬谷、下・中・上上菅、井ノ原、諏
訪、漆原、下福長（受付時間＝午後１時３０分～午後２時３０分）



　

あ
と
２
カ
月
で
オ
シ
ド
リ
が
帰
っ
て
き

ま
す
。「
エ
エ
ッ
も
う
？
」
そ
ん
な
声
が
聞

こ
え
て
き
そ
う
で
す
ね
。
先
日
「
オ
シ
ド
リ

に
食
べ
さ
せ
て
」
と
、
く
ず
米
が
届
き
ま
し

た
。
エ
サ
が
な
い
と
活
動
で
き
な
い
私
た

ち
に
と
っ
て
、
こ
ん
な
に
う
れ
し
い
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。
エ
サ
の
確
保
に
い
よ
い
よ

活
動
開
始
で
す
。
く
ず
米
や
古
豆
な
ど
が

あ
り
ま
し
た
ら
お
願
い
し
ま
す
。
大
勢
の

皆
様
に
支
え
ら
れ
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す

こ
と
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

【
連
絡
先
】　

オ
シ
ド
リ
グ
ル
ー
プ
事
務
局

　
　
　
　
　
  

森
田
（
電
話　

‐
０
２
７
１
）

72

エ
サ
提
供
に
感
謝

③

盛
況
の
鵜
の
池
マ
ラ
ソ
ン

　

今
年
の
梅
雨
は
何
か
変
で
し
た
ね
。
こ
れ
も
昨
今
の

異
常
気
象
で
し
ょ
う
か
。
全
国
で
は
、
豪
雨
に
よ
る
土

石
流
被
害
に
よ
り
、
多
く
の
人
命
が
失
わ
れ
ま
し
た
。

気
象
情
報
を
的
確
に
捉
え
、
最
終
的
に
は
個
々
の
判
断

に
よ
る
安
全
な
場
所
へ
の
避
難
が
大
切
と
な
り
ま
す
。

被
害
を
最
小
限
に
と
ど
め
る
た
め
の
努
力
を
、
皆
さ
ん

と
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

７
月　

日
に
は
、
第　

回
鵜
の
池
マ
ラ
ソ
ン
大
会
が

２６

３２

行
わ
れ
ま
し
た
。
天
候
を
心
配
し
て
い
ま
し
た
が
、
開

会
式
と
レ
ー
ス
中
は
あ
い
に
く
の
雨
と
な
り
ま
し
た
。

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
の
日
南
町
奥
日
野
源
流
太
鼓
の
演
奏

の
と
き
に
は
雨
も
上
が
り
、
鵜
の
池
湖
畔
に
勇
壮
な
響

き
を
と
ど
ろ
か
せ
、
熱
演
を
堪
能
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
今
年
の
参
加
者
は
約
３
０
０
人
と
多
く
、
招
待

選
手
で
マ
ラ
ソ
ン
ラ
ン
ナ
ー
の
谷
川
真
理
さ
ん
と
共
に

走
っ
て
い
た
だ
き
、
大
い
に
楽
し
め
た
大
会
と
な
り
ま

し
た
。

　

町
制　

周
年
を
記
念
す
る
今
年
の
特
徴
と
し
て
は
、

５０

町
内
の
小
・
中
学
校
、
日
野
高
校
の
生
徒
さ
ん
に
多
く
参

加
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
大
会
を
契
機
と
し
て
、
町

外
か
ら
の
参
加
は
も
と
よ
り
、
町
内
の
皆
さ
ん
の
体
力

づ
く
り
の
一
助
に
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
来
年
は
さ
ら

に
多
く
の
町
民
の
参
加
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

大
会
の
開
催
に
あ
た
っ
て
は
、
多
く
の
皆
さ
ん
の
ご
協

力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

大
会
前
夜
に
は
、
Ｄ
ｏ
・
ス
ポ
ー
ツ
に 
招
聘 
い
た
だ
い

し
ょ
う
へ
い

た
谷
川
真
理
さ
ん
の
講
演
会
が
あ
り
、
今
な
お
世
界
中

で
悲
惨
な
事
故
が
起
き
て
い
る
地
雷
の
撲
滅
運
動
を
さ

れ
て
い
る
と
い
う
お
話
に
深
く
感
銘
し
ま
し
た
。
絶
対

に
戦
争
を
し
な
い
、
平
和
な
地
球
に
な
る
こ
と
を
念
じ

た
い
と
思
い
ま
す
。（
８
月
４
日
記
）

　
　
　
　
　
　
　
　

日
野
町
長　

景　

山　

享　

弘

第４１回

『いつまでも平和で穏やかに』
撮影●芝岡勝美さん（米子市）
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